






結論 

臍帯血 contisol 濃度と分娩時間との間には統計学的に有意な正の相関が存在する。両者の

間の関係を示す式から,胎児血中 contisol の上昇は,現在一般に行われている定義による

分娩開始時刻よりもおおよそ7から 17時間前である。もしもこの上昇が軽度の子宮収縮に

よるものであればこのような時時の軽度な子宮収縮が認められるようになった時期の胎児

監視が,その後発生するかもしれない胎児 distrassの予知によリ重要になるかもしれない

。さらに娩出直後における胎児のこの面での監視が,その後に発生するかもしれない新生児

の異常の解決に役立つかもしれない。 


